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Abstract 

The purposes of this study were ωclarifシexercisecharacteristics of the new sports (indiaca : IN， 

universal hockey : UH) from the comparison with the ball game sports (volleyball : VB， basketball : 

BB)， and obtain knowledge to utilize the new sports (IN， UH) as teaching materials in college 

physical education class. 

Subjects were 34 female college students. They were divided into the new sports group and the 

ball game sports group. The new sports group played IN and UH. The ball game sports group played 

VB and BB. Measured items wer巴exerciseintensity (heart rate and rating of perceived exertion)， 

mood stage， and the joy of exercise. 

As the results; th巳rewere no differences in exercise intensity betw巴巴nIN and VB， UH and BB. 

After the exercise， a pleasantness mood was uplifted in both groups. There were various joys of the 

exercise not biased to the competition in IN and UH. 

IN and UH were suggested that it was possible to utilize as teaching materials of the function as 

not only th巴healthpromotion but also the base ofthe lifelong sports. 

1.はじめに

青年期の体力低下が問題視されている近年にお

いて、大学体育実技の果たす役割として健康づく

りや体力の維持・増進が挙げられる。一方、さま

ざまなスポ」ツを体験しスポーツに対する興味・

関心を高めるといった生涯スポーツの基礎づくり

としての役割も重要であると考えられるO ニュー

スポーツは誰でも手軽に行うことができ、技術や

体力に関係なく楽しめるスポーツとして近年注目

されている。ニュースポーツとは競技力・体力・

老若男女を問わず、あらゆる人々に聞かれ親しみ

やすさを含んだ新しい概念のスポーツであり凶、
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ニュースポーツはこれまでの競技中心のスポーツ

に対するアンチテーゼとして考案されたスポーツ

とされている九代表的な種目にはベタンクやゲ

ートボール、インデイアカ、ユニバーサルホッケ

ーなどが挙げられ、現在では多くの種目が全国ス

ポーツ・レクリエーション祭や全国ニュースポー

ツ・フェステイパルをはじめとして地t或のスポー

ツ大会等で取り入れられている。さらに、近年で

は大学体育の場面においてもニュースポ}ツを取

り入れられるようになってきており、大学でのニ

ュースポーツの出会いや体験が生涯スポーツ観の

形成につながることが示唆されている九したが

って、大学体育実技においてニュースポーツを取

り入れることは意義のあることと考える。しか

し、ニュースポーツの運動特性については十分な

検討がなされておらず、さらにニュースポーツが

大学体育実技の教材としていかに活用できるかに

ついての検討も少ない。

そこで、本研究はニュースポーツの中でもイン

デイアカ (IN)とユニバーサルホッケー (UH)に

着目し、球技スポーツであるバレーボール (VB)

とバスケットボール (BB)との比較からそれぞ

れの運動特性を明らかにし、ニュースポーツ

CIN ・UH)を教材として活用するための知見を
得ることを目的とした。

2.方法

(1)被験者

被験者は週1回の大学体育実技授業以外に運動

習慣を持たない健康な女子大学 1年生 34名と

し、ニュースポーツ (IN. UH)群 16名、球技

スポーツ (VB. BB)群 18名とした。被験者の

身体特性は表1の通りであり、両群に有意な差は

みられなかった。なお、ニュースポーツ群は被験

者全員がニュースポ}ツ (IN・UH)未経験者で

あった。

( 2)運動種目

本実験で実施する運動種目の選定にあたって、

まず従来から大学体育実技で扱われていると思わ

れる既存の球技スポーツから VBとBBを取り上

げたO これらの種目は攻守の競技形態からみる

と、 VBは攻守分離型、 BBは攻守入り乱れ型に

分類されている 21l。ニュースポーツについては

これらの球技スポーツと対比するように、攻守分

離型として IN、攻守入り乱れ型として UHを取

り上げた。したがって、ニュースポーツ群は攻守

分離型として IN、攻守入り乱れ型として UHを

実施し、球技スポーツ群は攻守分離型として VB、

攻守入り乱れ型として BBを実施することとし

た。

各種目のゲーム実施に際して、 INは通常のル

}ルに則り 4人制で行い、バドミントンコ}トを

用いネットの高さは 185cmとした。また、 INは

通常 15点先取の 3ゲームマッチで行われるが、

本研究ではゲーム時間を 10分間とし、得点の多

いチームを勝者とした。 UHについては屋内競技

ルールに従い6人制で行い、バスケットボールコ

ートを用い、エンドライン、サイドラインにはフ

ェンスを設置した。 UHのゲーム時間は通常、前

半 10分、後半10分(計20分)で2分間のハー

フタイムを設けるが、本研究では 10分間とした。

VB、BBについては正規ルール通りとしたが、ゲ

ーム時間については、 VBは10分間とし、得点

の多いチームを勝者とした。また、 BBについて

は、本研究の被験者が週I回の大学体育実技授業

以外に運動習慣を持たない学生であることに加

え、予備実験の結果から心拍数が他の種目に比べ

て高くなることが考えられたため、ゲーム時聞を

6分間とした。各種目とも十分なウォーミングア

ップおよび各種技能練習を行い、呼吸が落ち着く

程度の休息をした後、それぞれ2ゲームずつ実施

した。なお、各種目のウォーミングアップからゲ

表1 被験者の身体特性

ニュースポーツ (IN・UH)群 球技スポーツ (VB. BB)群 有意差

叫
が
c
'
K
 

長

重

H
山

身

体

m

156.4 :t 5.4 

50.4 :t 5.9 

20.6 :t 2.3 

158.l :t 4.3 

50.4 :t 4.7 

20.l :t 1.5 

n.s. 

n.s. 

n.s. 
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表2 各種目におけるウォーミングアップからゲームまでの展開

IN UH VB BB 
ウォーミングアップ ウォーミングアップ ウォーミングアップ ウォーミングアップ

対人パス ドリブルシュート 対人パス 対人パス

4人円陣パス 対人パス スパイク練習 シュート練習

4人対4人移動パス 2人組でパスからシュート サーブ練習 2人対2人(1ゴールマッチ)

2人対1人でパスからシュート 2人組でパスからシュート

休息、 休息 休息 休息

ゲーム①(10分) ゲーム①(10分) ゲーム①(10分) ゲーム①(6分)

休息 休息 休息 休息

ゲーム②(10分) ゲーム②(10分) ゲーム②(10分) ゲーム②(6分)

休息 休息 休息

ゲーム③(10分) ゲーム③(10分) ゲーム③(6分)

※UH. VB. BBのゲームは対戦の組合せにより3ゲーム中2ゲームを実施した

ーム終了までの展開を表2に示した。

( 3 )測定項目

1)運動強度

①，心拍数

運動中の心拍数はハートレートモニター

(Polar杜)を用いて 5秒毎に連続して測定した。

分析対象は2ゲーム実施したうちの 1ゲーム日と

した。得られた心拍数からゲーム中の最高心拍

数、最低心拍数、平均心拍数、心拍数水準(最高

心拍数 1220一年齢」に対するゲーム中の平均心

拍数の割合)を求めた。なお、心拍数の測定につ

いてはニュースポーツ (IN. UH)群が16名の

内8名、球技スポーツ (VB. BB)群が18名の

内10名とした。

②主観的運動強度 (RPE)

RPEはBorg3) 4)のスケールを小野寺ら 16)が日

本語訳した質問票を用いて、各ゲーム終了直後に

6 ~ 20 (非常に楽である~非常にきつい)まで

の評価段階により測定した。

2)感情尺度

運動前後における感情の変化について、「快感

情」因子4項目、「リラックス感」因子4項目、

「不安感」因子2項目の 3因子 10項目から構成さ

れる MoodCheck List-Short Form 1 (MCL-S.1) 6) 

を用いて測定した。回答は「まったくそうである」

と「まったくそうでない」を両極とした 7段階で

行い、「まったくそうである」を 3点、「まった

くそうでないJを-3点とし、因子毎の合計得点

を求めた。したがって、因子毎の合計得点の幅は

「快感情」が 12点から-12点、「リラックス感」

が 12点から 12点、「不安感」が6点から-6 

点となる。測定は運動開始前と運動終了後に実施

した。

3)運動の楽しき

大学生における体育授業の運動の楽しさは「自

主的活動J1観戦・応援J1挑戦J1スリル感」
「競争J1進歩・向上J1レクリエ}ションJ1運
動の基本的欲求充足J1人間関係Jの9因子に分
けられるといわれている 2ヘ本実験では実施し

た運動の楽しさがどの程度であったか、 9因子そ

れぞれについて「楽しさを感じた」から「楽しさ

を感じなかった」までの5段階評価により測定し

た。得点は「楽しさを感じた」を 2点、「楽しさ

を感じなかった」を-2点とした。さらに、 5段

階評価に加えて因子毎に「どのような場面で楽し

さを感じましたか?Jという質問に対して被験者
に自由記述にてコメントを求めた。

(4 )統計処理

INとUHの2群聞の平均心拍数の比較および

各種目における運動実施前後2群間の比較には対

応のある t検定を用いた。また、分類別(攻守分

離型、攻守入り乱れ型)にみたニュースポーツ

(IN . UH)と球技スポーツ (VB. BB)の2群

聞の比較には対応のない t検定を用いた。なお、

統計的有意水準は5%とした。
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図1 ニュースポーツ(lN・UH)におけるゲーム中の心拍数

表3ー1 分類別(攻守分離型)にみたINおよびVBの運動強度

IN VB 有意差

平均心拍数(rpm) 132.5 :t 10.5 138.8 :t 22.4 n.s. 

最高心拍数(rpm) 154.8土 10.7 164.5 :t 18.3 n.s. 

最低心拍数(rpm) 103.6士11.2 108目9土 17.3 n.s. 

心拍数水準(%) 65.9 :t 5.2 69.1 :t 11.1 n.s. 

RPE 12.6 :t 0.8 12.2 :t 1.4 n.s. 

表3ー2 分類別(攻守入り乱れ型)にみたUHおよびBBの運動強度

UH 

平均心拍数(rpm) 170.9 :t 9.7 

最高心拍数(rpm) 194.3 :t 8.7 

最低心拍数(rpm) 110.6 :t 23.3 

心拍数水準(%) 85.0 :t 4.8 

RPE 16.1 :t 1.4 

3.結果

(1)運動強度

ニュ}スポーツ (IN・UH) におけるゲーム中

の平均心拍数(図1)は、 INにおいて 132.5:t 

10.5拍/分、 UHにおいて 170.9:t 9.7拍/分であり、

INとUHに有意 (p<O.OOl) な差がみられた。ま

た、これらの心拍数水準は INが 65.9:t 5.2 %、

UHが85.0士 4.8%であった。次に分類別にニュ

ースポーツ(IN . UH) と球技スポーツ (VB. 

BB) を比較すると、 INとVBとの間およびUH

とBBとの聞に有意な差は認められなかった。ま

た、 RPEについても同様の結果であった(表3-1ラ

2)。

BB 有意差

177.0 :t 9.9 n.s 

188.5 :t 24.4 n.s. 

127.7 :t 21.1 n.s. 

88.1 :t 4.9 n.s. 

15.1 :t 1.9 n.s. 

( 2 )感情の変化

各種目実施前後における感情の変化(表4)は、

種目に関わらず快感情が高揚し (IN'VB'UH'

BB: p<O.OOI)、リラックス感が低下し (IN'UH'

BB: pく0.01ラVB:pく0.05)、不安感が抑制された

(IN: p<O.01， VB'UH'BB: pく0.001)0 

(3 )運動の楽しさ

分類別にみた運動の楽しさを表 5-1，2に示し

た。因子得点をみると、いずれも正の値を示した。

また、分類別に比較すると、攻守分離型では「レ

クリエーション」因子において VBに比べINの

方が有意ではないものの高い傾向 (p=0.055) に

あった(表5-1)。また、攻守入り乱れ型では「観
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表 4 各種目実施前後における感情の変化

運動前 運動後 有意差

快感情 IN 一1.3土4.0 7.8 :t 2.8 *** 

VB 1.3 :t 4.3 7.6 :t 3.0 *** 

UH -0.7 :t 3.8 7.4 :t 1.9 *** 

BB 0.6 :t 4.4 7.2 :t 3.7 *** 

リラックス感 IN 2.l :t 2.9 -0.6 :t 3.4 ** 

VB 3.7 :t 3.6 0.6 :t 4.6 * 

UH 2.8 :t 3.0 -1.3 :t 4.8 ** 

BB 3.7 :t 4.2 -2.l土 6.4 ** 

不安感 。J 2.9 :t 2.2 -4.8 :t 1.6 ** 

VB -1.3 :t 3.l -4.l :t 2.0 *** 

UH -2.9 :t 2.3 -5.l :t 1.3 *** 

BB -2.8 :t 2.7 -4.3 :t 2.4 *** 

*:pく.05，**:p<.Ol， ***:p<.OOl 

表5-1 分類別(攻守分離型)にみたINおよびVBの運動の楽しさ

IN VB 有意差

自主的活動 1.4 :t 0.6 1.2 :t 0.4 n.s. 

観戦・応援 0.9 :t 1.3 1.3士 0.6 n.s. 

挑戦 1.6 :t 0.5 1.4 :t 0.6 n.s目

スリル感 1.3 :t 0.7 1.1 :t 0.9 n.s. 

競争 1.5土 0.6 1.4土 0.6 n.s. 

進歩・向上 1.3 :t 0.6 1.0 :t 1.0 n.s. 

レクリエーション 1.4 :t 0.5 1.0 :t 0.9 T 
運動の基本的欲求充足 1.4 :t 0.7 1.4 :t 0.6 n.s. 

人間関係 1.8 :t 0.4 1.7 :t 0.5 n.s. 

t:pく.01

表 5-2 分類別(攻守入り乱れ型)にみたUHおよびBBの運動の楽しさ

IN VB 有意差

自主的活動 1.4 :t 0.6 1.4 :t 0.9 n.s. 

観戦・応援 1.1 :t 0.6 1.7 :t 0.5 ** 

挑戦 1.4 :t 0.9 1.4 :t 0.5 n.s. 

スリル感 1.5 :t 0.6 1.3 :t 0.7 n.s. 

競争 1.5 :t 0.5 1.4 :t 0.5 n.s. 

進歩・向上 1.0土 0.8 1.3 :t 0.7 n.s. 

レクリエーション 1.0 :t 0.8 1.1 :t 0.8 n.s 

運動の基本的欲求充足 1.5土 0.9 1.7 :t 0.6 n.s. 

人間関係 1.6 :t 0.5 1.7 :t 0.6 n.s. 

*:pく05



は高く、 INはUHに比べ運動強度が低いといえ

る。先行研究と比較してみると INは120~ 140 

拍/分 15)、UHは140~ 180拍/分 111であり本研究

と同程度の運動強度であった。分類別にニュース

ポーツ (IN. UH)と球技スポーツ (VB・BB)

の運動強度を比較してみると、 INとVBとの聞

において有意な差は認められなかった(表3-1)。

UHとBBの比較では、 UHに比べBBはゲーム

時聞が6分と短かったが両者に有意な差は認めら

れなかった(表3-2)0 これらのことから、 INと

UHはそれぞれVBとBBと同等の運動強度が確

保できると示唆される。これは先行研究において

VBが130~ 150拍/分 8)19)、BBが140~ 180拍/

レジャ}・レクリエーション研究64，2010 

戦・応援」因子において BBがUHに比べ有意

(pく0.01)に高かった(表5-2)。他の因子につい

てはINとVB、UHとBBとの間に有意な差はみ

られなかった。

8 

4.考察
(1)ニュースポーツ

1)運動強度

INとUHの平均心拍数を比較すると、 INの

132.5土 10.5拍/分に比べUHでは 170.9:t 9.7拍/

分と有意に高かった。また、心拍数水準はINが

65.9 :t 5.2 %、 UHが85.0土 4.8%であった(図

1)。このことから分かるように、 UHの運動強度

の運動特性(町・ UH)

200 

180 

140 

160 

120 
(
市
中
一
通
明
)
採

ghM‘

100 

80 

60 

40 

20 

10“00 

(分:秒)

08:00 06:00 04:00 02・0000:00 

被験者 HOにおける INゲーム中の心拍数の変化図2
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被験者AOにおける BBゲーム中の心拍数の変化

と同様の傾向が示された。

一般に体力を維持または向上させるためには

50 % V02maX以上の運動強度が必要とされてい
る九この強度は本実験の被験者の年代において、

心拍数では約 130拍/分、心拍数水準では約 65%

に相当する制。したがって、 INとUHでは運動

強度に差がみられるものの、両種目とも体力の維

持・向上に効果的な運動強度であると考えられ

るO また、ニュースポーツは運動強度が低いスポ

ーツと捉われがちだが、 INや UHにおいては VB

や BBといった既存の球技スポーツと同等の運動

強度をもった教材としてとりあげることができ

図5

分聞と報告されていることからも分かる。

さらに、各種目のゲーム中の心拍数について、

分類別に被験者の一例を挙げて比較してみると、

攻守分離型では、心拍数は IN、VBともに 140拍

/分前後で変動していた(図 2、3)0一方、攻守

入り乱れ型では、心拍数は UH、BBともにゲー

ム開始から急激に上昇した。その後、 BBは180

拍/分前後で変動は小さく、 UHは160~ 180拍/

分の間で変動が大きかったものの、 UH、BBと

もにゲーム中の心拍数は高い値を示した(図 4、

5)。このように、分類別のゲーム中の心拍数の

変化からみても、 INとUHはそれぞれVBとBB
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る。

このように、運動強度では INとUHはそれぞ

れVBとBBと同等の運動強度であり、いずれも

体力の維持・向上に効果的な運動強度であること

が明らかになった。

2)感情の変化

運動実施前後の感'1育の変化で、はいず、れの種目に

おいても快感情が高揚し、リラックス感が低下し、

不安感が抑制されることが明らかになった(表

4)0運動による快感情の改善はこれまでにジョ

ギング日やサーキットトレーニング側、球技ス

ポーツ川においても報告されており、本研究は

先行研究を支持する結呆で、あった。また、運動の

心理的効果をみた研究では、低い運動強度では効

果がなく山 1ヘ中等度 2)あるいは高強度山が必

要との報告もある。本研究で用いた INやUHは、

いずれも中等度以上の運動強度で、あった。したが

って、 INやUHは心理的効果からみても VBや

BBと同様に爽快感の高まる運動といえる O なお、

リラックス感の低下はゲームに熱中し興奮した状

態であったからと考えるのが妥当で、あろう。

3)運動の楽しさ

運動の楽しさについて、まず因子得点をみてみ

るといずれの種目においても正の値を示してお

り、このことから被験者は種目に関わらずすべて

の因子において運動の楽しさを感じていることが

分かる。

次に各因子得点を分類別に比較してみると、攻

守分離型では「レクリエーション」因子において

VBに比べINの方が高い傾向にあった(表5-1)0 

このことから、 INはVBに比べレクリエーショ

ナルな楽しきの高いスポーツといえる O そこで、

レクリエーショナルな楽しさを感じた場面につい

てコメントを取り上げてみると、 INでは「常に

楽しかった点」や「とにかく楽しいところ」、

「みんなで楽しめるところ」など単純に楽しい点

を挙げている者が多かった (8件)。加えて、「辛

すぎず楽しくプレーできたところ」や「少し汗を

かく程度のちょうどよい運動だ、ったところ」など

運動強度に関するコメントを挙げている者もみら

れた (5件)0 このことから、被験者は実施した

運動が単純に楽しいことに加えて適度な運動強度

であることをレクリエーショナルであると捉えて

いることがわかる O このような傾向は VBとは異

なった結果であった。

一方、攻守入り乱れ型では「観戦・応援」因子

において UHに比べBBが高い結果であった(表

5-2)。楽しさを感じた場面についてのコメントで

は種目による特徴的な違いはみられなかったが、

本実験の被験者にとって UHは初めての体験とい

うこともあり、ゲームを見る楽しさよりも実際に

ゲームを行う楽しさを感じていたことが考えられ

る。

これらのほかに分類別の因子得点の比較では有

意な差は見られなかったものの、コメントの内容

を見てみるとニュースポーツ (IN. UH)の種目

特性が表れている因子がみられた。まず、「スリ

ル感」因子についてみてみると、 UHは多くの被

験者がスリルを感じる楽しさとして「スピード感

があるところ」を挙げていた (9件)。このよう

なコメントは他の種目にはみられなかった。した

がって、スピード感は UH特有の醍醐味のひとつ

として挙げられる o UHのゲーム中はボールが予

期しない場所へと移動することが多いこともスピ

ード感を助長させている点であるといえよう。ま

た、「進歩・向上」因子では、 INでは「ラリーが

続くようになること」ゃ「だんだん上手く打てる

ようになること」などのコメントが多く (10件)、

UHでは「スティックの使い方が上手くなること」

や「ボールが上手く打てるようになったり、パス

が上手く出せるようになったりすること」などの

コメントが多かった (7件)。このような技能が

向上する楽しさに関するコメントは VBやBBに

比べて多く、 INやUHは技能が向上する楽しさ

が得られやすいスポーツであると考えられる O こ

れは、 INやUHが既存のスポーツを簡単に楽し

めるようにルールや用具を改良したスポーツ叫却)

であることからも分かる O

以上のことから、運動の楽しきでは INはVB

に比べレクリエーショナルな楽しさが高い傾向に

あることが明らかになった。また、 UHはBBに

比べ観戦・応援の楽しさが低いものの、他のスポ

ーツには見られないスピード感を味わうことがで

きることが特徴として挙げられた。さらにこの他

にIN、UHともに技能が向上する楽しさが得られ

やすいなどの特徴もみられた。
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(2 )大学体育実技の教材としてのニュースボー

ツ (IN・UH)

本実験の結果、まず運動強度では INとUHは

それぞれVBとBBと同等の運動強度であり、い

ずれも体力の維持・向上に効果的な運動強度であ

ることが明らかになった。ニュースポーツは運動

強度が低いスポーツと捉われがちだが、種目によ

っては INやUHなどのように既存の球技スポー

ツ (VB. BB) と同等に取り入れることができ

るO また、感情の変化についても INとUHは

VBとBBと同じように爽快感が高まることが明

らかになった。したがって、 INとUHは健康づ

くりや体力の維持・増進を目的とした教材として

活用できると考えられる。青年期の体力低下が問

題視されている近年において、大学体育実技の教

材として運動強度が確保できるという点は意義の

あることといえるだろう O

一方、運動の楽しさでは INにおいてレクリエ

}ショナルな楽しさが得られること、 UHにおい

てBBに比べ観戦・応援の楽しさが低いものの、

他の種目にはみられないスピード感を味わうこと

ができることが明らかになった。さらに IN、UH

ともに技能が向上する楽しさが得られやすいなど

の特徴も挙げられた。既存の球技スポーツでは勝

敗や高い体力や技能の獲得といった競技性が強調

されがちであるが、 INやUHではそのような競

技性に傾倒しないさまざまな楽しさがあることが

わかった。これはニュースポーツが競技中心のス

ポーツに対するアンチテーゼとして「いつでも」

「どこでもJIだれでも」楽しめるように考案され
たもの 9)であることからもわかる O 現代におい

てスポーツはアスリートだけのものだけではな

く、誰でも参加できるものとなってきており、ス

ポーツに対する価値観は多様化してきているとい

える。特に大学生の年代においてスポーツに対す

る価値観を広げておくことは、ライフステージに

応じてスポーツをうまく生活に取り入れていくた

めに重要で、あると考えられる O また、大学でのニ

ュースポーツの出会いや体験が生涯スポ}ツ観の

形成につながることが示唆されている九これら

のことから、大学体育実技の教材として INや

UHを取り入れることは大きな意義があるといえ

るだろう O

5. まとめ

本研究の目的はニュースポーツ (IN. UH)の

運動特性について、球技スポーツ (VB. BB) 

との比較から明らかにし、ニュースポーツ

(IN ・uH)を教材として活用するための知見を
得ることである O

被験者は女子学生 34名とし、ニュースポーツ

群および球技スポーツ群に分けた。ニュースポー

ツ群は INおよびUHを実施し、球技スポーツ群

はVBおよびBBを実施した。各実施種目につい

て運動強度(心拍数、主観的運動強度)、感情の

変化、運動の楽しさを測定した。

その結果、町と UHはそれぞれVBとBBと同

等の運動強度であることがわかった。また、種目

に関わらず運動後に快感情が高まることがわかっ

た。さらに、 INやUHは競技性に傾倒しないさ

まざまな楽しさがあることがわかった。

これらのことから、大学体育実技において IN

やUHは、健康づくりや体力の維持・増進という

役割だけでなく、生涯スポーツの基礎づくりとし

ての役割を満たす教材として大いに活用できると

考える。
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